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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

　長谷寺の本尊十一面観音菩薩立
像は高さ10メートルを超す巨像です
が、その左脇侍が難

なん

陀
だ

龍
りゅう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

です。
こちらは等身大ですが、高い位置に置
かれているので、今回間近に拝するこ
とができるのは貴重な機会です。「王」
と書かれた中国の民族宗教である、
道教の神の冠をかぶり、顎鬚を生やし
た壮年の男神の右肩から頭の上に龍
が乗っています。この龍は蛇のような
舌があります。注意してご覧ください。
 （浅見龍介）

　何百年も前につくられた文化財は、何度も修理さ
れて、現在まで伝えられてきました。千葉県房総半
島の九十九里平野からお出ましになる薬師如来立
像も、地域の人の手で大切に守られてきた像です。
一見すると、その体軀の特徴から平安時代前期の
像かと思いますが、それにしては衣の襞

ひだ

などが浅く、
制作年代については長く議論されてきました。
　平成24年、表面の劣化などのために修理が行わ
れました。それに伴う調査によって像内に承久元年
（1219）の年紀と平常秀という人物名の書付のある
ことがわかり、本像は、平安時代の古像を模して鎌
倉時代につくられたことが判明しました。修理は新
しい発見をもたらし、それによって文化財のもつ価
値がより明らかになることも多い営みなのです。
 （皿井舞）

　本展は、正倉院宝物を中心に、東京国立博物館が所
蔵する法隆寺献納宝物などを合わせて展示し、古代の日
本の国際色豊かな文化を紹介するものです。正倉院の
漆
しっ

胡
こ

瓶
へい

は、奈良時代に聖武天皇が愛用された漆塗りの
水差しであり、鳥の頭の形をした蓋が特徴です。このよう
な形の水差しはペルシア風と見なされて、胡瓶といいまし
た。   （猪熊兼樹）

10月1日㊋
▼

12月1日㊐
本館

特別4室・特別5室

10月14日㊊㊗
▼

11月24日㊐
平成館

特別展示室

住友財団修復助成 30年記念
特別企画

「文化財よ、永遠に」
修理によってわかる文化財の 
新たな発見と価値

御即位記念特別展

「正倉院の世界
－皇室がまもり伝えた美－」
聖武天皇御愛用、ペルシア風の水差し

◎難
なん

陀
だ

龍
りゅう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

舜慶作　鎌倉時代・正和 5年（1316）　
奈良・長谷寺蔵

龍の爪は4本、右前肢には宝珠を握っ
ています足場を組み少しずつ慎重に下ろしました

関
かん

帝
てい

廟
びょう

壁
へき

画
が

「張
ちょう

飛
ひ

、督
とく

郵
ゆう

を鞭
むち

打
う

つ」
土製、彩色　清時代・18世紀　  
内モンゴル自治区フフホト市清水河県水門塔伏龍
寺伝来　内蒙古博物院蔵

見れば見るほどに物語の世界へと引き込まれ
ます。日本初公開です

（部分）

（部分）

漆
しっ

胡
こ

瓶
へい

唐または奈良時代・8世紀　  
正倉院宝物　  
展示期間：11月6日（水）～  
11月24日（日）

ペルシア風の水差しに黒漆を
塗り、薄い銀板で草原の情景を
表しています

薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・承久元年 
（1219）　  
千葉・福秀寺薬王院蔵

一見すると、平安時
代初期につくられた
ようなお像に見えま
すが、実は…

観覧料：一般1,700円（1,500円/1,400円）、大学生1,100円（900円/800円）、高校生700円（500円/400円）　 
＊（　）内は前売/20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障が
い者手帳などをご提示ください）／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイトhttps://
artexhibition.jp/shosoin-tokyo2019/

関連事業 事前申込制
シンポジウム「文化財よ、永遠に   
―文化財修理の最前線」
日時：10月19日（土）  13：00～17：30（12：30開場予定）
会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし、当日の入館料が必要）
申込方法：往復はがきでお申し込みください。
申込締切：9月2日（月）必着
＊講師および申込の詳細は、本誌4-5月号3ページ、もしくは当館
ウェブサイトでご確認ください。

関連イベント 事前申込制
①記念講演会「正倉院をまもる」
日時：10月20日（日）　13：30～15：00（13：00開場予定）　
講師：西川明彦（宮内庁正倉院事務所長）

②記念講演会「正倉院宝物研究の最前線」
日時：11月17日（日）　13：30～15：00（13：00開場予定）　
講師：猪熊兼樹（当館特別展室長）、三田覚之（当館工芸室研究員）

会場：平成館大講堂　    
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。講演会当日以前
に使用済の半券でも可。その場合は別途、当日の入館料が必要）
申込方法：往復はがきでお申込みください。「往信用裏面」に、（1）
希望する講演会の番号（①、②のいずれか）、（2）参加者全員
（最大2名まで）の氏名・ふりがな、（3）代表者の郵便番号・住所、
（4）代表者の電話番号を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・
住所・氏名を明記のうえ、下記までお申込みください。なお、申込
は各回お1人（または1組）につき1通までです。
申込先：〒150-8551　東京都渋谷区渋谷1-3-9　ヒューリック
渋谷一丁目ビル3F　ユース・プラニングセンター内「御即位展」
イベント（①、②いずれか）係
申込締切：①9月2日（月）必着　②9月30日（月）必着

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。
※ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

6月18日㊋
▼

9月23日㊊㊗
本館11室

7月9日㊋
▼

9月16日㊊㊗
平成館

特別展示室

日中文化交流協定締結 40周年記念

特別展「三国志」
鮮やかな色彩で    
生き生きと描かれた三国志の名場面

　張
ちょう

飛
ひ

は私利私欲をむさぼる郡
ぐん

の監察
官・督

とく

郵
ゆう

を捕え、性根をただすべく鞭打ち
に処しました。『三国志演義』の名場面に
由来する本作は、もとは関

かん

帝
てい

廟
びょう

の堂内を
飾る壁画でした。関帝廟なので関

かん

羽
う

だけ
を描くかといえばそうではなく、張飛が主
役の場面もちゃっかり活写。それだけ『三
国志演義』の物語性が人々に好まれてい
たのでしょう。 （市元塁）

Information
特別展＆特別企画 

特別企画

「奈良大和四寺の 
みほとけ」
迫力ある頭上の龍に注目！
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観覧料：一般1,600円（1,300円）、大学生1,200円
（900円）、高校生900円（600円）　＊（　）内は20名
以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とそ
の介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳など
をご提示ください）／お問合せ：03-5777-8600 （ハ
ローダイヤル）／展 覧会公 式サイトhttps://
sangokushi2019.exhibit.jp/



総合文化展 ｜ 見どころ案内

　
舎し

ゃ

利り

と
は
古
代
イ
ン
ド
の
こ
と
ば
で
遺

体
や
遺
骨
を
意
味
し
、
仏
教
の
場
合
、
仏

教
を
開
い
た
釈
迦
の
遺
骨
を
指
し
ま
す
。

そ
の
舎
利
を
納
め
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
が
舎
利
容
器
で
す
。

　
こ
の
舎
利
容
器
が
出
土
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
ス
バ
シ
は
、
中
国
の
西
北
部
に
位

置
す
る
新し
ん

疆き
ょ
う

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ク
チ
ャ
に

あ
っ
た
寺
院
遺
跡
で
す
。

　
20
世
紀
初
め
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
の
門

主
で
あ
っ
た
大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

が
、
仏
教
研
究
の

た
め
の
資
料
を
収
集
す
る
目
的
で
中
央
ア

ジ
ア
に
探
検
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
い
わ
ゆ
る「
大
谷
探
検
隊
」で
す
。
当
館

で
は
大
谷
探
検
隊
が
現
地
で
収
集
し
て
き

た
も
の
を
大
谷
探
検
隊
将
来
品
と
よ
ん
で

い
ま
す
。

　
当
時
、
ク
チ
ャ
か
ら
は
同
種
の
舎
利
容

器
が
7
点
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
訳

は
大
谷
探
検
隊
が
2
点
、
フ
ラ
ン
ス
隊
が

4
点
、
ド
イ
ツ
隊
が
1
点
で
す
。
そ
の
中

で
も
こ
の
舎
利
容
器
は
最
も
精
彩
を
放
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
舎
利
容
器
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て

も
そ
の
表
面
に
描
か
れ
た
色
鮮
や
か
な
絵

画
で
し
ょ
う
。
蓋ふ
た

に
は
楽
器
を
演
奏
す
る

天
人
、
そ
し
て
オ
ウ
ム
や
キ
ジ
に
似
た
鳥

を
、
そ
し
て
身み

の
側
面
に
は
仮か

面め
ん

舞
踊
や

楽
団
を
そ
れ
ぞ
れ
描
い
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
当
時
の
ク
チ
ャ
地
方
の
文
化
を
強
く

反
映
し
て
い
ま
す
。
西
域
美
術
を
代
表
す

る
名
品
を
、
ぜ
ひ
ぐ
る
り
と
3
6
0
度
回

り
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 （
勝
木
言
一
郎
）

妖精のように虫の翅
はね

をもった天人が
五絃琵琶や四絃琵琶を演奏していま
す。虫の翅をもった天人は他に例が
ありません。また正倉院へと伝わっ
た五絃琵琶の足跡をたどることがで
きます。

仮面舞踊や楽団の絵は、当時、唐の
都長安でもてはやされた亀

き

茲
じ

楽
がく

とよ
ばれるクチャ地方の音楽を知る手が
かりとなっています。

天使のように鳥の翼
つばさ

をもった天人が
箜
く

篌
ご

というハープに似た楽器や竪
たて

笛
ぶえ

を演奏しています。鳥の翼をもった
天人はとても珍しいです。

舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

中国・伝スバシ　
大谷探検隊将来品
6～7世紀

実はこの舎利容器が発見された当時、黒色
が一面に塗られ、蓋や身の縁には正方形の
截
きり

金
かね

が貼られていました。当館が収蔵する
前に当時の所蔵者がその上塗りを剝がし
たところ、色鮮やかな絵が現れました。

東京国立博物館 
公式キャラクター

どの場面も
楽しそうね♪ぼくも

踊っちゃうほー♪

ユリノキちゃんトーハクくん

今   号  の 名  品  
2019年8月‐9月号

舎
し ゃ

利
り

容
よ う

器
き

9月3日(火)～10月14日(月・祝)
東洋館3室

長安の都人があこがれた異国の音楽がここに

3
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今年の「博物館でアジアの旅」は、人間の根源的な感情である
「愛」がテーマ。愛を題材とした多彩な作品を通じて、
アジア各地の人々がいにしえより愛をどのようにとらえ、

表現してきたのかを探ります。さらに毎年恒例の研究員による
スペシャルツアーをはじめ、イベントも盛りだくさん！

この秋、 東洋館  でさまざまな愛のかたちを探してみませんか？

ナーイカを膝
ひざ

に乗
の

せて 　  
矢
や

をつがえるナーヤカ
ビーカーネール派　インド　18世紀初
実は、男が狙った矢の先には雄鶏がい
るのです。雄鶏さえ鳴かなければ朝は
来ない、そうすれば2人はいつまでも
一緒にいられるという男女の想いが描
かれています    
※インドではさまざまな愛を細密画の形で
表現してきました。今回の展示では、性的
表現を含む作品も一部ございます。予め
ご了承ください

春
しゅん

水
すい

吹
すい

簫
しょう

図
ず

扇
せん

面
めん

諸 筆　中国　清時代・乾隆48年（1783）　 
林宗毅氏寄贈　※展示は9月18日（水）～
うららかな春の川下りを楽しむ男女。南宋時
代の有名な詞人・姜

きょう き

が奏でる簫
しょう

の音に、彼
に愛された小

しょう

紅
こう

が歌をあわせています

（部分）

（部分）

花
か

鳥
ちょう

螺
ら

鈿
でん

合
ごう

子
す

中国　明時代・15世紀
2羽の白

はく

頭
とう

鳥
ちょう

を螺鈿で表し
た合子。頭が白い白頭鳥は
老夫婦に見立てられ、夫婦
が末永く暮らす意味があり
ます

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

朝鮮　朝鮮時代・19世紀　  
小倉コレクション保存会寄贈
つがいの鳥と吉祥の植物を刺繡で表した
おめでたい意匠の屛風。新婚の高貴な
女性の部屋を飾ったものです

9月10日●火  →10月14日 ●月 ●祝
博物館でアジアの旅 LO

ラ ブ

VE♡
ラブ

アジア

三
さん

彩
さい

印
いん

花
か

鴛
えん

鴦
おう

文
もん

枕
まくら

中国　唐時代・8世紀　広田松繁氏寄贈
夫婦和合の象徴とされる鴛鴦が、子孫繁栄を意味する蓮花に乗った、たいへん
縁起のよい意匠が施されています

絵画ではなく刺繡！  
愛にあふれた
縁起物

銘文が伝える、  
永遠の絆

年を重ねても、 
ずっと一緒

“鴛
おし

鴦
どり

夫婦” が 
可愛い、
唐三彩の枕

草
そう

葉
よう

文
もん

鏡
きょう

中国　前漢時代・前2世紀 
銘文「見日之光長毋相忘（日の光あらわる。長く相い忘るることなかれ）」
は、君主と臣下、あるいは男女の絆を詠んだもの。漢時代の人々の感性を
今に伝えます

博物
館でアジアの旅

ラブ

ラ ブ
1本の矢に
込めた、
切なる願い LOVE

  　 アジア

LOVE

アジア

東洋館
5室

東洋館
5室

東洋館
8室

東洋館
9室

東洋館
10室

東洋館
13室

2人の想いを、
笛の音にのせて
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美女と勇者の
カップル、 
その運命やいかに

銀
ぎん

製
せい

装
そう

飾
しょく

ピン
イランまたはイラク　 
パルティア時代・  
2～3世紀
夫婦でしょうか。まったり
と飲食を楽しむ、仲睦ま
じい男女の姿が印象的で
す。葬送の宴の一幕とも
考えられます

チャクラサンヴァラ父
ふ

母
ぼ

仏
ぶつ

立
りゅう

像
ぞう

中国・チベットまたはネパール　15～16世紀　
服部七兵衛氏寄贈
抱き合う姿で表された夫婦の仏。密教では、
そこから数多の仏が生まれると考えられました

ワヤン・クリ　アルジュノ
ワヤン・クリ　バヌワティ
アルジュノ：インドネシア中部ジャワ　 
20世紀　松本亮氏寄贈
バヌワティ：インドネシア中部ジャワ　 
20～21世紀　松本亮氏寄贈
インドネシアの影絵人形ワヤン・クリ。美女
バヌワティは、勇者アルジュノを慕いながら、
彼の宿敵の妻となります。その後、戦火の
なかでついに２人は結ばれますが…

これぞ、
孫文が掲げた
理想の愛

（背面部分）

スペシャルツアー「愛を探す旅 ―添乗員はトーハク研究員―」
各日3人の研究員が「愛」をキーワードに
約20分ずつ、計70分間の東洋館の旅へ
とご案内します。
♥9月10日（火）14:00～15:10  
「工芸に表現された愛」
猪熊 兼樹（工芸史）
小野塚 拓造（中近東考古）
三笠 景子（東洋陶磁史）
♥10月8日（火）14:00～15:10  
「絵画に表現された愛」
勝木 言一郎（東洋美術史）
植松 瑞希（東洋絵画）
市元 塁（東洋考古）

受付場所：東洋館1階エントランス（受付開始は30分前）
※展示室をめぐるツアーです。歩きやすい靴でご参加ください。

インドネシアの伝統芸能「ジャワの影絵芝居 ワヤン・クリ」 
 事前申込制 
ユネスコの無形文化遺産に登録され
たインドネシアの影絵芝居を、「愛」
をテーマに上演します。
♥9月20日（金）、21日（土） 各日とも 
①13:00～14:00、②16:00～17:00
出演：スミリール
演目：「ノロヨノの結婚」（上演は日本語で行われます）
会場：表慶館1階（開場は各回30分前）
定員：各回100名（応募者多数の場合は抽選）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください。
申込締切：8月19日（月）必着

月例講演会「アジア美術に見える愛の表現」
♥9月28日（土）13:30～15:00
講師：勝木 言一郎（東洋美術史）
会場：平成館大講堂（開場は30分前）
定員：380名
※詳細は12ページをご覧ください。

トーハクでヨガ体験  事前申込制 
毎年大好評のヨガ、今年も行います！ トーハクの文化財に囲まれな
がら、体験してみませんか？
マットでリラックスヨガ in 表慶館
♥9月27日（金） ①11:00～11:30、②13:30～14:00、  
③15:00～15:30
講師：渡辺 美保（ヨガインストラクター）
会場：表慶館1階（受付は各回15分前）
定員：各回20名（応募者多数の場合は抽選）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください。
申込締切：8月23日（金） 必着
※マットを使用したヨガとなりますので、動きやすい服装でご参加ください。
（ジーンズ、スカートはご遠慮ください） 
※着替えができる部屋をご利用いただけます。

気軽に椅子ヨガ in 東洋館
♥10月4日（金） ①11:00～11:30、  
②13:30～14:00、③15:00～15:30
講師： 渡辺 美保（ヨガインストラクター）
会場： 東洋館1室（受付は各回30分前）
定員： 各回20名（応募者多数の場合は

抽選）
申込方法： 当館ウェブサイトのフォームで   

お申込みください。
申込締切：8月30日（金） 必着
※動きやすい服装でご参加ください。（ジーンズ、スカートはご遠慮ください） 
※展示室内でのプログラムになりますので、着替えができる部屋のご用意は
ございません。

ボランティアによるガイドツアー
東洋館のハイライト、彫刻、考古などのガイドツアー
「博物館でアジアの旅 特別バージョン」を実施します。
詳細は本誌カレンダー（→16ページ）をご覧ください。

アジアン屋台
会期中、アジア料理を中心にしたケータリング
カーが東洋館前に登場します。

チベット密教では、 
仏様だって愛し合う

東洋館
12室

東洋館
3室

東洋館
8室

東洋館
13室

小さいけれど、  
後ろ姿まで
ラブラブ

行
ぎょう

書
しょ

二
に

字
じ

軸
じく

「博
はく

愛
あい

」
孫文筆　中国　中華民国時代・20世紀　
加藤文子氏寄贈　※展示は9月18日（水）～
中国革命の指導者・孫文はこの言葉を好ん
でよく書きました。すべてのものを平等に愛
し、差別のない社会を目指したのでしょう

♥関連イベント♥

2018年の様子

2018年の様子

2018年の様子

※すべて参加無料（ただし当日の入館料
が必要）、特記以外は事前申込不要です。
※各会場の受付・開場時間は予定です。

東洋館で
ラブを探すほ！

愛にまつわる
作品は他にも

たくさんあるの
よ



本館14室

9月18日（水）
▼

12月8日（日）

本館14室
9月16日（月・祝）

まで

　「
や
ち
む
ん
」と
は
、
沖
縄
で
は
や
き
も
の
を
意
味

す
る
言
葉
で
す
。
当
館
に
は
、
沖
縄
県
那な

覇は

市し

中
心

部
に
位
置
す
る
壺つ
ぼ

屋や

で
焼
か
れ
た
色
絵
陶
器
を
中
心

と
す
る「
や
ち
む
ん
」の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
明
治
18
年（
1
8
8
5
）に

沖
縄
県
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
す
が
、
長
い
歴
史
の

な
か
で
ま
と
ま
っ
て
展
観
さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
展
示
に
向
け
て
修
理
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
琉
球
王
朝
に
も
た
ら
さ
れ
た
貴
重
な
中
国
清

朝
の
磁
器
や
、
国
内
の
琉
球
陶
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

は
類
例
の
な
い
珍
し
い
作
行
き
を
備
え
た
作
品
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
本
特
集
は
、
当
館
が
収
蔵
す
る
琉
球
資
料
の
壺
屋

焼
と
清
朝
磁
器
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
魅
力
と
収
蔵
の
意

義
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
や
ち
む
ん
の
魅

力
を
た
っ
ぷ
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
三
笠
景
子
）

　
焼
き
締
め
と
は
、
釉う

わ

薬ぐ
す
り

を
掛
け
ず
に
高
温
で
焼

か
れ
る
や
き
も
の
で
、
平
安
時
代
末
以
来
、
壺
、

甕か
め

、
擂す

り

鉢ば
ち

と
い
っ
た
日
用
の
器
が
各
地
の
窯
で
量

産
さ
れ
ま
し
た
。
室
町
時
代
後
期
か
ら
は
、
備
前

や
信
楽
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
国
内
の
陶
器
と
し

て
は
初
め
て
茶
席
に
、
茶
の
湯
の
器（
茶
陶
）と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
は
じ
め

の
う
ち
は
、
本
来
茶
陶
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い
、
い
わ
ゆ
る「
見
立
て
の
器
」が
建け
ん

水す
い

、

水み
ず

指さ
し

、
花
入
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
や
が
て
茶

陶
と
し
て
の
創
意
性
が
加
え
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

器
が
他
の
窯
で
も
数
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、
備
前
、
信
楽
、
伊
賀
、
丹
波
で

焼
か
れ
た
焼
き
締
め
茶
陶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
産

地
ご
と
の
土
色
の
違
い
や
、
器
種
・
器
形
の
多
様

性
、
窯
の
中
で
土
と
炎
が
生
み
出
す
変
化
に
富
ん

だ
器
肌
な
ど
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

 

（
横
山
梓
）

色
鮮
や
か
な

蟹
の
絵
付
け
が
涼
を
誘
う

精
製
さ
れ
た
白
い
胎
と
、
不
透
明
な
濃
い
水
色
の

上
絵
具
が
印
象
的
で
す

カラカラ
（色

いろ

絵
え

線
せん

刻
こく

格
こう

子
し

文
もん

水
すい

注
ちゅう

）
沖縄本島　壺屋焼　第二尚氏時代・18世紀末～19世紀

チューカー（色
いろ

絵
え

蟹
かに

文
もん

水
すい

注
ちゅう

）
沖縄本島　壺屋焼　
第二尚氏時代・18世紀末～19世紀

蓋
ふた

マカイ（五
ご

彩
さい

瓜
うり

蝶
ちょう

文
もん

蓋
ふた

付
つき

碗
わん

・
粉
ふん

彩
さい

鹿
しか

鶴
つる

文
もん

蓋
ふた

付
つき

碗
わん

）
中国・景徳鎮窯　清時代・19世紀

南
国
の
風
土
が
あ
ら
わ
れ
た
、
大
ら
か
な
魅
力

特
集

や
ち
む
ん

    
―
沖お

き

縄な

わ

の
や
き
も
の

光
を
透
か
す
ほ
ど
薄
い
、

白
磁
胎
の
碗

蓋
天
部
と
碗
底
部
に
、
道
光
年
製
、
咸
豊
年
製
の
銘

が
施
さ
れ
た
作
品
。
清
か
ら
琉
球
へ
下
賜
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す

目
に
も
映
え
、

泡
盛
が
一
層
美
味
に

泡
盛
を
入
れ
た
酒さ
け

次つ
ぎ

で
す
。 

 

沖
縄
独
特
の
作
品
名
称
に
も 

 

ご
注
目
く
だ
さ
い

信
楽 

白
色
の
粒
が
噴
き
出
す 

　
　

  

土
肌
が
趣
を
そ
え
る

も
と
は
穀
物
の
貯
蔵
用
壺
で
す
が
、  

 

茶
席
で
花
入
に
見
立
て 

 
 

ら
れ
ま
し
た

蹲う
ず
く
ま
る
は
な
い
れ

花
入

信
楽
　

室
町
時
代
・
15
世
紀

丹
波

赤
褐
色
の
土
に
、淡
い
緑
の
妙

胴
部
の
篦へ
ら

目め

や
丸
い
装
飾
な
ど
、
茶
席
を
意
識
し
た

創
意
が
見
て
と
れ
ま
す

擂る
い

座ざ

花は
な

入い
れ

丹
波
　

江
戸
時
代
・
17
世
紀

備
前 

窯
変
が
も
た
ら
す 

 

　
　

豊
富
な
景
色
に
釘
付
け

胴
部
内
外
に
掛
か
る
自
然
釉
が
、  

 

重
厚
な
器
に
景
色
を 

 
 

 
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す

一ひ
と

重え

口ぐ
ち

水み
ず

指さ
し

備
前
　

室
町
〜
安
土
桃
山
時
代
・

16
世
紀

伊
賀  

淡
く
萌
え
る
ビ
ー
ド
ロ
釉
の 

　
　

 

溜
ま
り
が
見
ど
こ
ろ

胴
部
を
力
強
く
押
し
つ
ぶ
し
、 

 
 

歪
ま
せ
た
力
強
い 

 
 

 

造
形
が
特
徴
的
で
す

耳み
み

付つ
き

袋ふ
く
ろ

形が
た

水み
ず

指さ
し

伊
賀
　

江
戸
時
代
・
17
世
紀

土
肌
を
味
わ
い
、
窯
変
を
楽
し
む

特
集 

焼や

き
締し

め
茶ち

ゃ

陶と

う

の
美び

     

― 

備び

前ぜ

ん

・信し

が

楽ら

き

・伊い

賀が

・丹た

ん

波ば

―
6

総合文化展 ｜ 見どころ案内



本
館

本
館

本
館

本
館

　
磔た
っ

刑け
い

図ず

を
描
く
見
事
な
油
彩
画
で
す
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
絵
を
収
め
る
箱
に
注
目
で

す
。
漆
塗
り
に
蒔
絵
と
螺
鈿
で
楓
や
椿
、
鹿

や
梟
ふ
く
ろ
う

を
描
い
て
お
り
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
自

体
は
珍
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
密

集
す
る
文
様
配
置
や
、
貝
の
輝
き
を
強
調
す

る
連
続
文
様
な
ど
は
独
特
で
す
。

　
何
や
ら
異
質
な
感
じ
が
す
る
の
は
、こ
れ

が
国
内
向
け
の
製
品
で
は
な
く
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
向
け
に
つ
く
ら
れ
た
品
で
あ
る
た
め
で

し
ょ
う
。
寝
ぼ
け
た
鹿
や
、
奇
妙
な
梟
の
姿

も
魅
力
で
す
が
、こ
れ
を
聖
龕
装
飾
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
ど
う
考
え
た
の
か
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
聖
画
の
作
者
は
17
世

紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
に
比
定
さ
れ
、

こ
の
聖
龕
が
つ
く
ら
れ
て
ま
も
な
く
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
福
島
修
）

　
兜か

ぶ
と

の
前
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た
飾
り
の

鍬
形
を
真
似
て
つ
く
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
の
宝
物

の
ひ
と
つ
で
す
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
ペ
ラ
ウ

シ
ト
ミ
カ
ム
イ
」（
篦へ
ら

を
も
つ
神
様
）
や
「
キ

ラ
ラ
ウ
シ
ト
ミ
カ
ム
イ
」（
角
の
生
え
た
神

様
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
病
気
や
災
い

を
払
う
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家

に
置
い
て
お
く
と
祟
り
が
あ
る
た
め
、
洞
窟

に
隠
し
た
り
、
地
中
に
埋
め
た
り
し
て
保
管

さ
れ
ま
し
た
。
本
例
も
ま
た
開
墾
作
業
中
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ア
イ
ヌ
鍬
形
は
、
鉄
地
に
真
鍮
や
銀
を
用

い
た
半
球
状
の
装
飾
を
施
す
こ
と
が
一
般
的

で
す
。
こ
の
装
飾
は
「
シ
ト
キ
」（
首
飾
）
や

飾か
ざ
り

矢や

筒づ
つ

な
ど
と
も
共
通
し
た
も
の
で
す
。

 

（
品
川
欣
也
）

　
高
天
に
輝
く
満
月
と
、
雨
上
が
り
直
後
に

あ
ら
わ
れ
た
の
か
、
無
数
の
ち
ぎ
れ
雲
が
そ

の
姿
を
変
え
な
が
ら
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
雲

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
の
一
瞬
が
見
事
に

捉
え
ら
れ
、
画
面
の
な
か
に
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
な
幻
想
的
な
光
景
で
す
。

　
長な
が

野の

草そ
う

風ふ
う

は
幕
末
の
老
中
安あ
ん

藤ど
う

信の
ぶ

正ま
さ

の

孫
に
あ
た
り
、
再
興
日
本
美
術
院
に
参
加
し

て
活
躍
し
た
画
家
で
、
本
作
は
大
正
15
年

（
１
９
２
６
）
の
聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

奉ほ
う

讃さ
ん

美び

術じ
ゅ
つ

展て
ん

に

出
品
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
時
代
を
違
え
て
も
、
日
本
の
風
土
に
暮
ら

す
人
々
は
季
節
ご
と
の
自
然
の
景
観
に
、
心

を
重
ね
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
絵
を

見
つ
め
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
め
ぐ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
草
風
の
描
い
た
秋
の
夜
空
を

見
上
げ
た
あ
な
た
は
ど
ん
な
心
持
ち
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

（
松
嶋
雅
人
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

◎花
か

樹
じゅ

鳥
ちょう

獣
じゅう

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

聖
せい

龕
がん

安土桃山～江戸時代・16～17世紀

よく見ると計画とずれたのか、 
漆に埋まったままの貝もあります

高
こう

秋
しゅう

霽
せい

月
げつ

長野草風筆  大正15年（1926）
笹沼千代子氏寄贈
実際にその場で夜空を見上げて
いるように感じる作品です

アイヌ鍬
くわ

形
がた

北海道アイヌ　 
北海道栗山町角田字桜山出土　19世紀
尾田勝吉氏・泉麟太郎氏寄贈

呪力が強すぎるがために、普段は地中
に隠されていたアイヌの秘宝

　「
一
休
さ
ん
」と
い
え
ば
、テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

の
愛
ら
し
い
と
ん
ち
小
僧
を
思
い
浮
か
べ
る

人
も
多
い
は
ず
。
で
も
実
際
の
一
休
は
、
過

激
な
言
動
で
俗
化
し
た
禅
宗
を
激
し
く
非
難

し
た
、型
破
り
な
禅
僧
で
し
た
。

　
本
作
は
、
そ
ん
な
一
休
晩
年
の
姿
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
描
き
尽
く
し
た
肖
像
画
の
傑
作

で
す
。
ふ
て
く
さ
れ
た
仏ぶ
っ

頂ち
ょ
う

面づ
ら

に
ボ
サ
ボ

サ
の
髪
、
伸
び
放
題
の
無
精
ヒ
ゲ
、
深
く
刻

ま
れ
た
皺し
わ

、
見
る
者
を
問
い
つ
め
る
か
の
よ

う
な
横
目
づ
か
い
の
眼
差
し
。
正
式
な
肖
像

画
の
下
絵
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
生
々
し
さ

が
、
画
面
に
横お
う

溢い
つ

し
て
い
ま
す
。
日
本
文
学

者
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
を
し
て
、「
完
全

に
生
き
て
い
る
」
と
言
わ
し
め
た
「
リ
ア
ル

一
休
」
に
、
ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
対
面
く
だ
さ

い
。 

（
高
橋
真
作
）

◎一
いっ

休
きゅう

和
お

尚
しょう

像
ぞう

  没倫紹等賛  
室町時代・15世紀  岡崎正也氏寄贈
わしの前で禅を語れる者はおるか！
一休の言葉を弟子が写しています

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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〜
9
月
16
日（
月
・
祝
）

12
室

　
漆
工

9
月
10
日（
火
）〜
12
月
8
日（
日
）

16
室

　
ア
イ
ヌ
と
琉
球

9
月
3
日（
火
）〜
10
月
20
日（
日
）

18
室

　
近
代
の
美
術

礼
拝
の
対
象
と
な
る
聖
画
を
収
め
た
箱

強
力
な
霊
力
を
も
つ
ア
イ
ヌ
の
宝
器

知
る
人
ぞ
知
る
作
家

だ
か
ら
こ
そ
紹
介
し
た
い

重
文
　
花か

樹じ
ゅ

鳥ち
ょ
う

獣じ
ゅ
う

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

聖せ
い

龕が
ん

ア
イ
ヌ
鍬く

わ

形が
た

高こ
う

秋し
ゅ
う

霽せ
い

月げ
つ

8
月
27
日（
火
）〜
10
月
6
日（
日
）

3
室

　
禅
と
水
墨
画

生
き
様
が
そ
の
ま
ま
表
れ
た
傑
作

重
文

　
一い

っ

休き
ゅ
う

和お

尚し
ょ
う

像ぞ
う



東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

　
清
時
代
の
文
人
た
ち
は
、
風
か
お
る
季
節

を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
を
凝
ら
し

た
自
家
製
の
扇
面
を
作
成
し
、
同
好
の
士
に

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
名
家
の
手
に
よ
る
扇

面
を
持
つ
こ
と
は
、
自
ら
の
社
会
的
な
地
位

の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
な
豊
か
さ
を

誇
示
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
蘇そ

州し
ゅ
う

府
の
知
事
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
文
人
の
呉ご

雲う
ん

に
、
元
の
末
か
ら
明
の
初
め
に
か
け
て
活

躍
し
た
楊よ
う

基き

の
詩
を
、
あ
で
や
か
な
金き
ん

箋せ
ん

に

揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
こ
の
扇
面
の
所
有
者
に

と
っ
て
は
、
自
慢
の
一
品
だ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
楊
基
の
詩
や
呉
雲
の
書
を
愛
で

な
が
ら
、
尽
き
せ
ぬ
話
題
に
花
が
咲
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
富
田
淳
）

カ
シ
ミ
ヤ
・
シ
ョ
ー
ル
は
、
イ
ン
ド
北
西

部
・
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
に
生
育
す
る
カ
シ
ミ

ヤ
山
羊
か
ら
と
れ
た
上
質
な
毛
糸
を
用
い
、

綴つ
づ
れ

織お
り

で
細
密
な
模
様
を
表
し
た
毛
織
物
で

す
。
イ
ン
ド
・
ム
ガ
ル
朝
の
王
侯
貴
族
が
用

い
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
へ
輸
出

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
流

階
級
で
絶
大
な
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
需
要
が
高
ま
っ
た

た
め
に
、
イ
ン
ド
で
は
数
多
く
生
産
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

複
雑
な
文
様
を
1
枚
の
シ
ョ
ー
ル
に
織
り
上

げ
る
の
は
大
変
な
労
力
が
必
要
だ
っ
た
た

め
、
こ
の
カ
シ
ミ
ヤ
・
シ
ョ
ー
ル
は
、
文
様

の
部
分
を
別
々
に
織
り
、
そ
れ
を
接
ぎ
合
わ

せ
て
1
枚
の
シ
ョ
ー
ル
に
し
て
い
ま
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

　
こ
の
杯
は
、
お
よ
そ
2
千
年
前
、
カ
エ
サ

ル
や
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
と
い
っ
た
英
雄
が
活

躍
し
て
い
た
頃
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
珍
重

さ
れ
た
酒
杯
で
す
。「
お
洒
落
な
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
鑑

賞
ポ
イ
ン
ト
は
器
の
表
面
の
鉛え
ん

釉ゆ
う

で
す
。
外

側
は
深
み
の
あ
る
緑
色
、
内
側
は
蜂
蜜
の
よ

う
な
黄
色
に
発
色
し
て
い
ま
す
。
こ
の
色
合

い
は
、
当
時
貴
重
品
だ
っ
た
銅
の
食
器
を
模

し
た
も
の
で
す
。
緑
色
は
緑ろ
く

青し
ょ
う

を
吹
い
た

銅
器
の
外
面
、
黄
色
は
磨
か
れ
て
黄
金
色
と

な
っ
た
銅
器
の
内
面
に
重
な
り
ま
す
。
側
面

は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
美
術
に
見
ら
れ
る
オ
リ
ー

ヴ
の
文
様
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
飾

を
、
ア
ジ
ア
の
東
方
へ
と
波
及
し
た
唐
草
文

様
と
比
べ
て
み
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

（
小
野
塚
拓
造
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

両
りょう

把
は

手
しゅ

付
つき

杯
はい

シリア　前1～後2世紀

銀や銅の同じデザインの杯に
比べて、低コストで大量生産
できる利点がありました

石
せき

刃
じん

鏃
ぞく

中国内蒙古自治区ホロン
バイル地方出土　新石器時代・前7000年～
前3000年頃　守田俊郎氏寄贈

無数の稜は人間が打ち割った痕跡です

部分拡大7

　
石
刃
鏃
と
は
、
新
石
器
時
代
前
半
（
縄
文

時
代
早
期
に
相
当
）
、
前
　
千
年
頃
に
中
国

東
北
部
か
ら
ロ
シ
ア
・
沿
海
州
、
北
海
道
一

帯
で
使
わ
れ
た
石
製
狩
猟
具
で
す
。
先
端
が

鋭
く
尖
り
、
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
く
流

線
形
は
、
す
べ
て
人
間
の
手
に
よ
る
打
ち
割

り
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
じ
っ
と

目
を
凝
ら
し
て
見
る
と
、
滑
ら
か
に
見
え
る

縁
の
周
囲
を
、
ぐ
る
り
と
細
か
な
打
ち
割
り

の
痕
跡
（
稜
）
が
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
押お
う

圧あ
つ

剝は
く

離り

と
よ
ば
れ
る
高
度
な

石
器
製
作
技
術
を
用
い
て
、
見
た
目
に
も
美

し
い
形
を
作
り
上
げ
た
先
史
時
代
の
技
術
の

粋
。
ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
飯
田
茂
雄
）

行
ぎょう

草
そう

書
しょ

七
しち

言
ごん

律
りっ

詩
し

扇
せん

面
めん

呉雲筆  中国　清時代・19世紀　
林宗毅氏寄贈

呉雲の書は、唐時代の顔真卿の影響を受け
ています

カシミヤ・ショール　
赤
あか

地
じ

ペイズリー花
はな

文
もん

様
よう

綴
つづれ

織
おり

縫
ぬ

い合
あ

わせ
インド・カシミール　19世紀
複雑な文様はさまざまな色に染め
た毛糸による綴織です
※綴織とは緯

よこ

糸
いと

だけで絵模様を表
現する技法

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

8

〜
9
月
16
日（
月
・
祝
）

8
室

　
中
国
の
書
跡

9
月
3
日（
火
）〜
11
月
24
日（
日
）

13
室

　
ア
ジ
ア
の
染
織

通
年4

室
　
中
国
文
明
の
は
じ
ま
り

〜
9
月
8
日（
日
）

3
室

　
西
ア
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
美
術

自
慢
し
た
く
な
る
名
家
の
手
に
よ
る
扇

毛
糸
が
織
り
成
す
細
密
な
文
様
に
注
目

高
度
な
技
術
が
生
み
出
し
た
美

西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
緑
釉
の
始
ま
り

行ぎ
ょ
う

草そ
う

書し
ょ

七し
ち

言ご
ん

律り
っ

詩し

扇せ
ん

面め
ん

カ
シ
ミ
ヤ
・
シ
ョ
ー
ル
　
赤あ

か

地じ

ペ
イ
ズ
リ
ー
花は

な

文も
ん

様よ
う

綴つ
づ
れ

織お
り

縫ぬ

い
合あ

わ
せ

石せ
き

刃じ
ん

鏃ぞ
く

両り
ょ
う

把は

手し
ゅ

付つ
き

杯は
い



法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　

飛鳥時代と同じ製作方法を研究し、
ワクワクしています

製作中の伎楽面
 迦
か
楼
る
羅
ら

筆者による
彩色指定図

　
明
治
17
年（
1
8
8
4
）に
渡
仏
し
た
黒
田

清
輝
は
、明
治
19
年（
1
8
8
6
）か
ら
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
美
術
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
初
に
西
洋
絵
画
の
模
写
を
勉
強

し
、次
に
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
、そ
し
て
裸
体
の

デ
ッ
サ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
時
に
は
解
剖
学

も
勉
強
し
、人
体
の
基
本
的
な
構
造
と
形
を

理
解
し
て
か
ら
、
よ
う
や
く
着
衣
の
人
体

デ
ッ
サ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
明
治
22
年（
1
8
8
9
）の
作
品
、「
椅
子

に
よ
る
女
」
で
は
段
階
的
に
積
み
重
ね
た
鍛

錬
の
成
果
が
表
れ
て
い
て
、
丁
寧
な
陰
影
表

現
で
着
衣
の
モ
デ
ル
を
生
き
生
き
と
描
い
て

い
ま
す
。
約
3
年
に
お
よ
ぶ
修
業
の
充
実
感

が
垣
間
見
え
る
作
品
で
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
野
城
今
日
子
）

　
一
辺
約
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
金
の
薄

板
で
す
。
板
の
縁
に
は
歩ほ

揺よ
う

が
付
き
、
輝
い

て
い
ま
す
。
被ひ

葬そ
う

者し
ゃ

の
頭
部
付
近
か
ら
出
土

し
た
こ
の
金
製
方
形
板
は
、
四
隅
に
あ
る
孔

で
冠か
ん

帽ぼ
う

に
く
く
り
つ
け
飾
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
日
本
列
島
に
類
例
は
な
く
、

中
国
遼り
ょ
う

寧ね
い

省
付
近
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、中
国
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
新に
い

沢ざ
わ

千せ
ん

塚づ
か

1
2
6
号
墳
か
ら
は
、

朝
鮮
半
島
に
由
来
す
る
指
輪
や
耳
飾
な
ど
各

種
装
身
具
、
遠
く
ペ
ル
シ
ア
か
ら
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
経
て
伝
来
し
た
ガ
ラ
ス
製
品
も
出

土
し
て
お
り
、
金
製
方
形
板
と
と
も
に
古
墳

時
代
に
お
け
る
国
際
色
の
豊
か
さ
を
示
し
て

く
れ
ま
す
。 

（
河
野
正
訓
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

◎金
きん

製
せい

方
ほう

形
けい

板
ばん

奈良県橿原市川西町北ノ脇　古墳時代・5世紀
新沢千塚126号墳出土

精巧な透彫りが施され、見るものを魅了します

　
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
で
は
文
化
財
活
用
セ

ン
タ
ー
と
共
同
で
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
伎
楽
面

を
復
元
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
三
次
元
測
定
を
も
と
に

製
作
し
た
樹
脂
製
の
面
を
参
考
に
し
て
、
原
作
の

素
材
で
あ
る
ク
ス
ノ
キ
を
彫
刻
し
、
当
時
の
色
を

復
元
彩
色
し
ま
し
た
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
面

の
大
き
さ
が
か
な
り
小
さ
か
っ
た
こ
と
で
す
。『
聖

徳
太
子
伝
暦
』
に
「
伎
楽
の
舞
は
少
年
に
、
演
奏
は

青
年
に
教
え
た
」と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
実
際

に
演
じ
た
の
は
10
代
前
半
く
ら
い
の
少
年
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
完
成
し
た
伎
楽
面
は
今
秋
開
催
す

る
御
即
位
記
念
特
別
展
「
正
倉
院
の
世
界

－

皇
室

が
ま
も
り
伝
え
た
美

－

」
で
初
公
開
し
ま
す
。
原

作
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
鮮
や
か
に
蘇
っ
た

伎
楽
面
に
乞
う
ご
期
待
で
す
！

　

（
三
田
覚
之
）

蘇
る
！
　

少
年
が
用
い
た
鮮
や
か
な
仮
面

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○3

　
毯
代
と
は「
絨じ
ゅ
う

毯た
ん

の
代
わ
り
」、つ
ま
り
敷

物
の
こ
と
で
す
。
も
と
は
イ
グ
サ
で
編
ん
だ

筵む
し
ろ

を
芯
に
し
て
、
そ
の
表
面
を
覆
っ
て
い
た

も
の
で
す
。
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
な
型
を
使
い

蠟ろ
う

を
つ
け
て
か
ら
染
め
る
﨟ろ
う

纈け
ち

と
い
う
技

法
で
、二
種
類
の
文
様
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

唐
草
で
囲
っ
た
鳥
の
文
様
が
「
鸚
鵡
文
」
の

由
来
で
す
が
、
そ
の
姿
は
水
鳥
の
よ
う
で
、

少
な
く
と
も
オ
ウ
ム
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

も
う
一
方
に
は
楕
円
形
に
ま
と
め
た
唐
草
に

チ
ョ
ウ
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
記
録
『
御
宝
物
図
絵
』
に
は

「
孝こ
う

謙け
ん

帝て
い

御ご

寄き

附ふ

」
と
あ
り
、
孝
謙
天
皇（
在

位
7
4
9
〜
7
5
8
年
。
後
に
称
徳
天
皇

と
し
て
重ち
ょ
う

祚そ

）
由
来
の
宝
物
と
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。 

（
三
田
覚
之
）

◎鸚
おう

鵡
む

文
もん

﨟
ろう

纈
けち

毯
たん

代
だい

奈良時代・8世紀

奈良時代の「カワイイ」文様の敷物です

椅
い

子
す

による女
おんな

　
黒田清輝筆　明治22年（1889）
木炭によるデッサンの作品ですが、
油彩画に劣らない逸品です

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

9

8
月
6
日（
火
）〜
9
月
1
日（
日
）

第
6
室

　

〜
9
月
29
日（
日
）

黒
田
記
念
室

〜
12
月
1
日（
日
）

考
古
展
示
室

時
代
を
超
え
る
愛
ら
し
さ

ひ
た
む
き
に
励
ん
だ
勉
学
の
賜
物

大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
、
黄
金
の
輝
き

重
文
　
鸚お

う

鵡む

文も
ん

﨟ろ
う

纈け
ち

毯た
ん

代だ
い

椅い

子す

に
よ
る
女お

ん
な

重
文
　
金き

ん

製せ
い

方ほ
う

形け
い

板ば
ん



4

10

1-1

1-2

3-15・6

3-3 2

8-1

3-2

7

◎埴
はに

輪
わ

 猿
さる

伝茨城県行方市 大日塚古墳出土
古墳時代・6世紀
子猿を背負う母猿の生き生きとした
表情が愛おしい埴輪

-12/25㊌

○子
こ

持
もち

高
たか

坏
つき

長野県茅野市  疱瘡神塚古墳出土
古墳時代・6世紀  五味健藏氏寄贈

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-8/25㊐

藍
らん

紙
し

金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

断
だん

簡
かん

伝聖武天皇筆
奈良時代・8世紀
藍染の繊維を混合して漉いた
紙に、謹厳な書風で書かれた
奈良時代の写経

-8/25㊐

一
いち

の谷
たに

馬
ば

藺
りんの

兜
かぶと

安土桃山～江戸時代・
16～17世紀

銅
どう

獅
し

子
し

鎮
ちん

柄
え

香
ごう

炉
ろ

奈良時代・8世紀

8/27㊋-10/6㊐

雀
すずめ

の発
ほっ

心
しん

室町時代～安土桃山時代・16世紀　美田悦子寄贈
子どもを蛇に食われた雀の小藤太が出家するという奇想天
外な物語

-8/25㊐ 
蝦
が

蟇
ま

鉄
てっ

拐
かい

図
ず

   雪村周継筆
室町時代・16世紀
怪しさ漂う仙人の図。エキセ
ントリックな画風で知られる
雪村の作（蝦蟇図）

9/10㊋-12/1㊐

織
おり

部
べ

扇
おうぎ

形
がた

向
むこう

付
づけ

美濃　江戸時代・17世紀
扇の形を筒向付にとりこんだ、 
織部ならではの奇抜な意匠です

-10/27㊐

銹
さび

絵
え

草
そう

花
か

文
もん

大
おお

鉢
ばち

唐津
江戸時代・17世紀

草
くさ

花
ばな

蒔
まき

絵
え

菓
か

子
し

器
き

谷田忠兵衛作  江戸時代・18世紀
伊藤甲子之助氏寄贈
徳島藩主の御用を務めた名工の作。  
密陀絵を交えた華やかな表現が魅力です

-9/1㊐

周
しゅう

茂
も

叔
しゅく

・
林
りん

和
な

靖
せい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野探幽筆
江戸時代・17世紀
中国の著名な文人
をオムニバス風に
描いた屛風です

8/27㊋-11/17㊐

白
しろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀
徳川義寛氏寄贈
尾張徳川家初代・徳川義直所用
の具足で、銀箔押しの札と白糸
の威が端正な印象を与えます

8/27㊋-10/6㊐
◎一

いっ

休
きゅう

和
お

尚
しょう

像
ぞう

　没倫紹等賛  
室町時代・15世紀  岡崎正也氏寄贈
（→7ページ）

-9/8㊐

南
なん

京
きん

赤
あか

絵
え

蓮
れん

鷺
ろ

文
もん

手
て

桶
おけ

形
がた

茶
ちゃ

入
いれ

中国・景徳鎮窯　鴻池家伝来
明～清時代・17世紀
広田松繁氏寄贈

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

 巻
まき

第
だい

四
し

巻
かん

首
しゅ

（筋
すじ

切
ぎれ

）
伝藤原佐理筆
平安時代・12世紀
「古今和歌集」より
立秋を詠う和歌。雲
の装飾と筋が入った
紙を使います

9/3㊋-9/29㊐

◉金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

金
きん

字
じ

宝
ほう

塔
とう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

平安時代・12世紀
岩手・大長壽院蔵

8/6㊋-9/1㊐

◉六
ろく

道
どう

絵
え

鎌倉時代・13世紀
滋賀・聖衆来迎寺蔵
六道での苦しみを美しい自
然景とともに描く、鎌倉時
代仏教説話画の大作です

-8/25㊐

十
じゅう

王
おう

像
ぞう

（閻
えん

魔
ま

王
おう

）
室町時代・15世紀
地獄の裁判官といえる十
王。皆さんご存知の閻魔王
も十王のひとりです

9/3㊋-10/6㊐
武
む

蔵
さし

野
の

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　筆者不詳　江戸時代・17世紀

数々の和歌に
詠まれた武蔵
野を、秋草や
富士山、月と
ともに美しく
描きます

8/27㊋-10/6㊐

◎武
たけ

田
だ

信
のぶ

虎
とら

夫
ふ

人
じん

像
ぞう

室町時代・16世紀  
武田信廉筆　山梨・長禅寺蔵
武田信玄の弟・信廉（逍遥軒）
の作。母の一周忌の供養像と
して描かれました

（部分）

（部分）

第一 阿修羅道

（部分）

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町  

3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

示案内
～9月］
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9

10 
浮世絵

13-2
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

-8/25㊐

恋
こい

の矢
や

文
ぶみ

鈴木春信筆
江戸時代・18世紀
源平合戦の那須与一「扇
の的」の場面を当世の若
い男に置き換えています

8/27㊋-9/23㊊㊗

百
ひゃく

物
もの

語
がたり

・さらやしき
葛飾北斎筆　
江戸時代・19世紀
井戸でお皿を数えるお菊の
霊。ユーモアと恐ろしさが
同居しています

9/3㊋-10/6㊐

詠
えい

草
そう

  
 「むさしのゝ月

つき

」
烏丸光広筆
江戸時代・17世紀

-8/25㊐

狂
きょう

言
げん

面
めん

 賢
けん

徳
とく

江戸時代・17世紀

8/27㊋- 10/20㊐

小
こ

袖
そで

    
白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

大
おお

菊
ぎく

波
なみ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
大きな菊を肩に、波を裾に
配した大胆なデザインは江
戸時代前期の特徴です

-8/25㊐

帷
かた

子
びら

 黒
くろ

麻
あさ

地
じ

氷
ひ

割
われ

紅
もみ

葉
じ

文
も

字
じ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

-9/23㊊㊗

◎十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀　奈良・長谷寺蔵
（→2ページ）

-9/16㊊㊗

◎蓬
ほう

莱
らい

山
さん

蒔
まき

絵
え

袈
け

裟
さ

箱
ばこ

法隆寺献納宝物　平安時代・12世紀
静謐で奥深い輝きは、希少な平安
時代の蒔絵なればこそ

-9/16㊊㊗

◎金
こん

銅
どう

八
はち

仏
ぶつ

種
しゅ

子
じ

五
ご

鈷
こ

鈴
れい

平安時代・12世紀

9/25㊌-12/8㊐

◎不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

　平安時代・11世紀
恐ろしい姿の不動明王。少し上品な 
顔なのは平安時代後期の特色です

◎花
か

樹
じゅ

鳥
ちょう

獣
じゅう

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

聖
せい

龕
がん

安土桃山～江戸時代・16～17世紀
（→7ページ）

室町時代・16世紀　
和歌山県丹生都比売神社伝来
華鬘は社寺の室内に掛けて
空間を飾るもの。今年重要
文化財になりました

9/18㊌-11/4㊊㊡

◎木
もく

製
せい

彩
さい

色
しょく

胡
こ

蝶
ちょう

舞
まい

図
ず

華
け

鬘
まん

◉太
た

刀
ち

　福
ふく

岡
おか

一
いち

文
もん

字
じ

吉
よし

房
ふさ

（号 岡
おか

田
だ

切
ぎり

）
鎌倉時代・13世紀

-9/29㊐

◉太
た

刀
ち

 三
さん

条
じょう

宗
むね

近
ちか

（名
めい

物
ぶつ

 三
み

日
か

月
づき

宗
むね

近
ちか

）
平安時代・10～12世紀  渡邊誠一郎氏寄贈
宗近は平安時代の京都の刀工で、この太刀は三日月状にみえ
る刃文から「三日月宗近」の名がつけられています

-9/8㊐

黒
くろ

楽
らく

茶
ちゃ

碗
わん

道入作　江戸時代・17世紀
広田松繁氏寄贈
樂家三代・道入（俗称ノンコウ）ら
しい光沢のある釉が目をひきます

9/10㊋-11/4㊊㊡

瑠
る

璃
り

地
じ

染
そめ

付
つけ

蓮
はす

図
ず

水
みず

指
さし

伊万里　江戸時代・17世紀

-9/16㊊㊗ 蓋
ふた

マカイ（五
ご

彩
さい

瓜
うり

蝶
ちょう

文
もん

蓋
ふた

付
つき

碗
わん

・
　　　　　  粉

ふん

彩
さい

鹿
しか

鶴
つる

文
もん

蓋
ふた

付
つき

碗
わん

）
　　　　　　    中国・景徳鎮窯
　　　　　　    清時代・19世紀
　　　　　　  （→6ページ）

9/18㊌-12/8㊐

耳
みみ

付
つき

花
はな

入
いれ

伊賀　江戸時代・17世紀
三重県伊賀で作られた花入。激しい歪みを
加えた形や、自然釉の景色を生かした豪放
自在な作風が特徴的です

8/20㊋-10/20㊐

◎根
ね

府
ぶ

川
かわ

通
どおり

見
み

取
とり

絵
え

図
ず

（熱海村部分）
道中奉行所編　江戸時代・ 
文化3年（1806）   浅草文庫旧蔵

熱海宿付近から伊豆山を経て 
三島に至る街道「根府川通」を描いた絵図です

-8/18㊐  
博
はく

物
ぶつ

館
かん

魚
ぎょ

譜
ふ

 第
だい

1
いち

帖
じょう

博物館局編集
栗本丹洲他筆
江戸～明治時代・19世紀

9/10㊋-10/27㊐

龍
りゅう

螺
ら

鈿
でん

盆
ぼん

  沖縄本島
第二尚氏時代・18～19世紀
螺鈿によって、王家を象徴する双龍
文が描かれています

9/10㊋-12/8㊐

アイヌ鍬
くわ

形
がた

  北海道アイヌ　19世紀
北海道栗山町角田字桜山出土
尾田勝吉氏・泉麟太郎氏寄贈
（→7ページ）

-9/1㊐  長
ちょう

門
もんき

峡
ょう
  松林桂月筆

昭和4年（1929）  松林桂月氏寄贈

9/3㊋-10/20㊐

高
こう

秋
しゅう

霽
せい

月
げつ

  長野草風筆
大正15年（1926）
笹沼千代子氏寄贈
（→7ページ）

-9/1㊐　林
りん

逋
ぽ

帰
き

亭
てい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

池大雅筆  江戸時代・18世紀  藤森まつ子氏寄贈

8/27㊋- 10/20㊐

唐
から

織
おり

 濃
こい

茶
ちゃ

茶
ちゃ

浅
あさ

葱
ぎ

段
だん

秋
あき

草
くさ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
上杉家伝来
紅色を控え
た色調は「曲
見」や「深井」
といった能面
をつける中
年女性の役
に用いられ
ます

特別企画　「奈良大和四寺のみほとけ」

自詠の和歌「むさし
の 月ゝ」を、即興的に
散らし書きで揮毫し
たものです

ふるえるような墨線によ
り、山口県萩の阿武川の
名勝を描いています

梅を愛し鶴と
暮らしたという
林和靖が自宅
へ帰る姿を描
いています。も
とは襖絵でし
た

（熱海村部分）
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教育普及事業

親と子のギャラリー「日本のよろい！」
～9月23日（月・祝）　本館2階 特別2室
実物のよろいと、現代につくられたよろいの製作見本を
展示し、その見どころや魅力をわかりやすくご紹介します。

おぼえておきたいキーワード①：小
こざね
札

日本のよろいの基本的な部品。革や鉄でできた小さな板に
穴をあけたもの。何千枚もの小札をひもでつなぎ合わせる。

おぼえておきたいキーワード②：威
おどし

小札の穴に緒
お
（紐

ひも
）を通しつなぎ合わせること。 

「緒
お
通
どお
し」から「威」になった。

日本文化体験「日本のよろい！」
～9月1日（日）　本館1階 特別4室
本館2階で親と子のギャラリー「日本のよろい！」を見たあ
とは、1階の体験コーナーへ。よろいのパーツを触ったり、
かぶとをかぶったりできる、体験型の展示です。武士が
たくさん描かれた屛風のレプリカを見て、よろいがどん
なふうに着られていたのかを想像してみてください。

「よろい着用体験」
よろいって、どうやって着るのでしょうか？ 着てみると、よろいのことが
もっとわかるかも。実際によろいを着て体感してみましょう！

日時： 8月31日（土）までの金・土曜日および8月4日（日）   
11：00～16：30　（受付10：50～16：00）　    
※8月4日（日）は子ども（18歳未満）のみ

会場：本館1階 特別4室
定員：  各日22名      

（1人につき1回1種類のみ。着用時間：約10分）
参加費： 1,000円（高校生を除く18歳以上70歳未満の   

方は、別途当日の入館料が必要）
お問合せ： 03-5777-8600（ハローダイヤル）
※当日受付。事前申込はできません。
※定員に達した場合、16：00前でも受付を終了します。

＊事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
　実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先にお電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的にのみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。 

＊ は「ヒアリングループ」対応、 は「UDトーク」対応のイベントです。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス

講演会
月例講演会「文殊菩薩と春日若宮の美術」
日時：8月24日（土）　13：30～15：00
講師：増田政史（絵画・彫刻室研究員）
鎌倉時代、奈良・春日大社の若宮の本来の姿は文殊菩薩とされていました。
彫刻や絵画の作品を通じて、仏

ほとけ
と神
かみ
の関係を探ります。

月例講演会「アジア美術に見える愛の表現」
＊関連展示：本誌4・5ページ
日時：9月28日（土）　13：30～15：00
講師：勝木言一郎（東洋室長）
地中海世界から東アジアに至るまで、愛をテーマと
したさまざまな作品を通して、古今東西の人々が愛
をどのようにとらえ、そして表現しようとしたのか
を探ります。

＊ 会場は平成館大講堂、定員380名
＊聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
日本のよろい！ 
＊関連展示：本ページ内
日時：  8月6日（火）　14：00～14：30　  
 本館特別2室
講師：酒井元樹（教育普及室主任研究員）
日本のよろい（甲冑）について解説します。 
理解が深まれば、作品を見るのももっと楽しくなるはずです。

アイヌの暮らし 
＊関連展示：本誌7ページ
日時：8月9日（金）　18：30～19：00　本館16室
講師：飯田茂雄（考古室研究員）
アイヌの人々は自然にある素材を巧みに用い、様々な衣服や道具を 
作りました。独特の模様で飾られた作品の魅力をご紹介します。

縄文土器の大きさ 
日時：8月20日（火）　14：00～14：30　平成館考古展示室
講師：井出浩正（教育講座室長）
縄文時代の幕開けは、現代まで続くやきもの文化のはじまりでした。
今回は1万年分の縄文土器の「大きさ」に注目します。

信
しん
玄
げん
の弟・武

たけ
田
だ
逍
しょう
遥
よう
軒
けん
とその作品

日時： 9月3日（火）　14：00～14：30
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

講師：沖松健次郎（絵画・彫刻室長）

信玄の同母弟で、武田家中で重要な役回りを担った逍遥軒。  
武人としてだけでなく、画家としても才能を発揮した彼とその作品に 
ついてお話しします。

〇金
きんこざねべにいとなかじろおどしのはらまき

小札紅糸中白威腹巻
安土桃山時代・16世紀
9月23日（月・祝）まで展示

日本のよろい（甲冑）は、武士の身を守るもの。戦場での活躍をアピールす
るために、人目を引く美しさも求められました。よろいのデザインには武
士の好みが強く表れています。複雑に見えるよろいの構造などを、わかり
やすくご紹介します。

紫裾濃威筋兜
江戸時代・18世紀　松平直亮氏寄贈
9月23日（月・祝）まで本館特別2室にて展示
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Illustration：武者小路晶子

文武両道って
カッコいいほー！

ナーイカを膝に乗せて 
矢をつがえるナーヤカ
ビーカーネール派　インド
18世紀初
9月10日（火）～
10月20日（日）まで
東洋館13室にて展示

ドキドキしちゃう

夏休みはトーハクでサムライ気分！



あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　

子どもの勾玉作り・ファミリーで勾玉作り
平成館考古展示室にある勾玉を見学した後に、滑石を加工してオリジナ
ルの勾玉を制作します。完成作品はお持ち帰りいただけます。

①子どもの勾玉作り 日時：10月6日（日）13：30～15：30
②ファミリーで勾玉作り 日時：11月10日（日）13：30～15：30

会場： 本館地下 みどりのライオン
（教育普及スペース）

対象： ①小学3年生～中学生（保護者の見学可）
②小学3年生～中学生とその保護者

定員： ①20名程度（応募者多数の場合は抽選）
②7組程度（応募者多数の場合は抽選）

参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入
館料が必要）

申込方法： 当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。
往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全員（①は
2名まで、②は5名まで）の氏名・ふりがな、学年、（2）参加者
の郵便番号・住所（①は参加者全員、②は代表者）、（3）代表者
の電話番号、（4）①は見学希望の保護者の人数を、また「返信
用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記
申込先にお送りください。

申込締切：①9月2日（月）必着　②10月7日（月）必着
申込先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9

東京国立博物館 ボランティア室
①「10月6日勾玉作り（こども）」係、または
②「11月10日勾玉作り（ファミリー）」係
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）ボランティア室
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東洋館の隠れた苦労を教えるほ！

トーハクには 6つの展示施設があります。そのひとつの東洋館に
は、日本以外のアジア諸地域の美術工芸品・考古資料を展示してい
ます。毎年開催している「博物館でアジアの旅」（P4・5）では、そ
の年のテーマに合わせた展示をしています。そんな東洋館の見どこ
ろは展示だけではありません。トーハクくんが東洋館の知られざる
見どころを環境整備課白澤室長に聞いてきました。

 お便りが届いたほ♪ ふむふむ、「東洋館は大きい倉庫ですか？」って
ガーン！！！

 やあ、トーハクくん！ どうしたの？

 あ、白澤さん、東洋館のプロ！！ こんなお便りがきてしまったほー（涙）

 えっ、ガーン！！！ 東洋館は1968年に開館、2009年6月に耐震改修
工事のため閉館、2013年1月に地震に強い建物に変わり、バリアフリ
ーやすべての階に停まるエレベーターを増設してリニューアルオープン
した展示施設だよ。

 さすがだほ！ ぼくのお気
に入りは、3階5室の「中
国の青銅器」が入っている
すごいケースだほ！

 これはドイツのガラスメー
カー、「グラスバウハーン」
という会社に頼んでつくっ
てもらったんだ。

 そういえば、東洋館内部の壁はタイル張りなんだほ？

 いいところに目をつけてくれたね。これ語ると長くなるけど、いい？

 ……！！

 では手短に話すと、耐震改修工事の関係で壁のタイルを部分的に剝がした
んだけど、東洋館を設計した谷口吉郎さんの設計者意匠を継承するため、改
修前と同じように壁の表面をタイル張りに仕上げる必要があったんだ。その
ため、既存のタイルと色・形が合うように新しいタイルをつくる作業がとて
も大変だったんだよ。

 売っているタイルではダメほ？

 既存のタイルには独特な斑点模様とスジが入っ
ていて、同じタイルを作れる業者さんがなかな
か見つからず、やっと見つけたのが焼き物のメッ
カ、岐阜県多治見市のタイル業者さんだったん
だ。ちなみにタイルは何枚つくったと思う？

 う～ん、1千枚！

 なんと、2万枚以上つくったんだよ。スジは全
部手作業で入れて試行錯誤の結果、今張ってい
るタイルに行きついたんだよ。

 このタイル、よく見ると同じ色がないように見えるほ！

 そうなんだ。今まで東洋館に張ってあったタイルは1枚1枚の色が若干違っ
ていたんだ。新しいタイルがすべて同じ色だと既存のタイルと新しいタイル
との境目がはっきりとわかってしまうため、若干異なる3種類の色を製作し
たんだよ。

 建物ひとつにも職人さんたちの力が結集しているほ！　

 東洋館の外観はすっきりとしたモダニズム建築だけど、中に入ると絶妙なス
キップフロアが織りなして展示室が繋がっているつくりになっているんだ。
展示している作品とあわせて、見どころがたくさんある建物も見てもらえた
ら嬉しいです。

 たくさんこだわりがあることがわかったほ。
 ぼくは、東洋館3階のテラスでクッキーを食べな

がら、ぼーっとするのも好きなんだほ♪

環境整備課　
白澤利紀室長

班点模様

スジ

ガラスが湾曲していても青銅器の渦巻き模様ま
でくっきり見えます

オリジナルのタイル。同じよ
うなスジをつけるためにホー
ルケーキなどに使用する「デ
コレーター」を使いました
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イベント＆インフォメーション  

特別会員
日本電設工業株式会社 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様
株式会社 大林組 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
大日本印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
サロン・ド・ソネット 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様

維持会員 
キッコーマン株式会社 様
株式会社 前田酒店 様
学校法人 大勝院学園 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様
金剛株式会社 様
株式会社 サザンプランニング 様
謙慎書道会 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 デュナミス 様
全日本空輸株式会社 様
アズビル株式会社 様

団体

凸版印刷株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様
株式会社 毎日新聞社 様
三菱商事株式会社 様
株式会社 コア 様
株式会社 三美テックス 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
日本ロレックス株式会社 様
キヤノン株式会社 様

日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
一般社団法人 書芸文化院 様
一般社団法人 学士会 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 鶴屋吉信 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 都市環境企画 様
公益財団法人 書道芸術院 様
株式会社 ロイスダール 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 安井建築設計事務所 様

東京国立博物館賛助会員　2019年6月17日現在

株式会社 ナガホリ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 清光社 様
セコム株式会社 様
株式会社 三冷社 様
株式会社 ニッセイコム 様
株式会社オカムラ 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
インフォコム株式会社 様
株式会社 モリサワ 様
株式会社 GICジャパン 様

有限会社 くんカンパニー 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
近代書道研究所 様
株式会社 目の眼 様
株式会社 東京美術 様
松本建設株式会社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
日本畜産興業株式会社 様
光村図書出版株式会社 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画技術保存財団 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様
井茂 圭洞 様
髙木 千鶴子 様
黒田 賢一 様

特別会員
永久 幸範 様
辻 泰二 様
佐久間 基晴 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
田中 三伊 様
田中 御津子 様
増山 育男 様
島田 仁 様

維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
玉野 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様

木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
髙木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
杉田 純一 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様

木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
飯田 敬子 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
小西 晫也 様
田中 望 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
楠 冨久美 様
加藤 孝明 様

伊佐 健二 様
軽部 由香 様
北川 洋子 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
尾﨑 邑鵬 様
法橋 建 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
師田 久子 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様

田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
栁村 衞 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様

蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
田代 雅彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
高見 康雄 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様

中山 安弘 様
鈴木 健之 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
森本 文子 様
青木 勝重 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様

庄司 浩 様
大貫 健司 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
清水 延晏 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
加田 知佳乃 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
那須野 さや佳 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
箕田 好文 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
石堂 裕二 様
黒田 耕治 様
岩井 順一 様

菊池 伸彦 様
牧野 友衛 様
藤本 久子 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
平井 智春 様
田中 久仁恵 様
飯浜 修 様
椎名 功 様
大内 裕子 様
小澤田 真弓 様
米山 眞満 様
堀内 洋志 様
廣中 雅子 様
秋田 光祥 様
平櫛 弘子 様
中島 瑞穂 様
塩崎 豊 様
茅野 俊秋 様
前田 祥吾 様
佐野 謙三 様
大久保 愼一 様
金子 勝廣 様
石井 利行 様
古家 惣一郎 様
安諸 茉莉子 様
関 守利 様
梓澤 昂広 様
山﨑 益男 様
井上 美幸 様
櫻井 めぐみ 様

山脇 成啓 様
長谷部 理恵 様
中村 俊之 様
柴田 博志 様
阿部 隆夫 様
宮崎 文子 様
麻生 正信 様
古瀬 敏 様
井上 靖代 様
髙橋 康之 様
山嵜 進 様
小山 美知子 様
夛賀 浩一 様
神田 裕子 様
藤谷 康男 様
皆川 幸子 様
森山 節子 様
松浦 芳春 様
大西 史子 様
菅原 史詠 様
渡瀬 洋子 様
本澤 昌宏 様
荒木 駿 様
青木 茉莉花 様
加治 啓子 様
鈴木 智子 様
猿橋 正樹 様
小林 辰男 様
大浦 喜成 様
佐藤 宣雄 様
菊地 明子 様
西村 修一 様

杉本 孝夫 様
秋葉 桂子 様
近藤 恵利加 様
神長 克一 様
塩澤 美紗 様
於保 浩志 様
西村 卯 様
柴田 和久 様
前田 博 様
前田 陽子 様
冨士原 亨 様
田中 慶一 様
前田 裕一 様
梶原 泉 様
吉澤 映人 様
三木 正夫 様
青木 裕子 様
小森 義記 様
西内 馨子 様
河内 重人 様
荒木 理江 様
佐藤 真希 様
鈴木 章弘 様
藤村 由貴子 様
石井 千明 様
大島 千秋 様
西倉 美奈 様
安藤 佳幸 様
横山 隆吉 様
杉森 光子 様
新井 公之 様
菅原 朋子 様

金子 真理奈 様
林 哲治 様
佐藤 真 様
藪本 俊一 様
藪本 泰子 様
藪本 英介 様
藪本 茎子 様
名取 顕二 様
星野 文仁 様
宮村 忠良 様
長瀬 俊泰 様
福田 美知子 様
菅原 崚司 様
藤原 昂平 様
文屋 祝男 様
深谷 久美子 様
飯田 太志 様
福田 倫子 様
犬飼 信広 様
二宮 淳恵 様
蓮沼 剛 様
野末 正博 様
飯野 倫子 様
牧野 知之 様
片瀬 七朗 様
田村 淳 様
横山 峻 様
森山 節子 様
杉山 桃子 様

ほか187名、
1社、順不同

毎年大好評のイベント、「博物館で野外シネマ」
を今年も移動映画館キノ・イグルーとの共催で
開催します。今年の上映作品は、こうの史代氏
による原作を、片渕須直監督が映画化した『こ
の世界の片隅に』。当日は22：00まで開館時
間を延長。また、キッチンカーではバラエティ
に富んだフードやクラフトビールをお楽しみい
ただけます。秋の夜長は、ぜひトーハクで。
日時：9月20日（金）・21日（土）　19：00 ～
上映作品：「この世界の片隅に」（2016） 
【監督：片渕須直、原作：こうの史代】
会場：本館前（雨天時は中止）  事前申込不要
料金：無料（ただし当日の入館料が必要）
※当日は特別夜間開館のため22：00まで開館 
（入館は閉館の30分前まで）
※中止の場合は、当日朝10：00までに公式ツイッター［@TNM_PR］等で告知
※総合文化展観覧券（入館料）はローソンチケットでも販売（Lコード：32431）

展示環境改善のため以下の通り展示室の一部を閉室します。
東洋館３室：10月15日（火）～ 11月５日（火）
本館13室：11月5日（火）～ 2020年3月9日（月）
本館11 ～ 18室：12月9日（月）～ 2020年1月1日（水・祝）

休館・閉室情報博物館で野外シネマ

8月4日（日）は、トーハクキッズデー！！

東京国立博物館クラリネットコンサート

ワークショップやコンサート、ギャラリートークなど、子どものためのイベントを
たくさん実施する特別な1日です。託児サービス（要事前予約）、キッズコー
ナーもあるので小さなお子様連れでも安心してお越しください。トーハクで夏
休みの素敵な思い出を一緒に作りましょう！
対象：0歳～中学生とその保護者（小･中学生だけでの参加可）
入館料：一般620円／大学生410円
※高校生以下は無料、特別展は別途料金が必要
※子どもと一緒に来館された方は100円割引

イベントの詳細は当館ウェブサイトをご確認ください。

クラリネットだけの珍しい編成で名曲の数々をお届けします。
日時 ： 8月31日（土） 16：00～、18：00～（各回40分公演）
会場：平成館大講堂
出演：東京クラリネット・クワイアー（演奏）、稲垣征夫（指揮）
曲目： 月の光：C.ドビュッシー作曲/磯崎敦博編曲    

小組曲より：C.ドビュッシー作曲/磯崎敦博編曲   
ワルツ「南国のばら」：J.シュトラウスⅡ作曲/稲垣征夫編曲　ほか

料金：無料（ただし当日の入館料が必要）＊事前予約不要　先着350名
主催：東京国立博物館、東京クラリネット・クワイアー
協賛：東京国立博物館ミュージアムショップ

◎年会費
〈団体〉プレミアム会員 1000万円以上
　特別会員 100万円（1口）
　維持会員 20万円（1口）
〈個人〉プレミアム会員 100万円以上
　特別会員 20万円／維持会員 5万円

◎申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

◎お問合せ
電話 03-3822-1111（代）総務課賛助会担当

賛助会は博物館事業の充実のために幅広い 
ご支援をいただくための制度です。
◎主な特典
　特別展内覧会へのご招待 など

東京国立博物館賛助会

Music Program TOKYO まちなかコンサート～芸術の秋、音楽さんぽ～

都内の文化施設と連携した新進演奏家によるコンサート「Music Program 
TOKYO まちなかコンサート」を今年も開催します！
日時：10月11日（金）　17：00 ～、18：00 ～ （各回20分公演）
会場：本館大階段
出演者： 副田 真之介（オーボエ）※第13回東京音楽コンクール木管部門第2位及び聴衆賞

石井 希衣（フルート）、須東 裕基（クラリネット）、皆神 陽太（ファゴット）
料金：無料（ただし、当日の入館料が必要）
主催： 東京都、東京文化会館、アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
お問合せ：東京文化会館事業係（TEL：03-3828-2111）
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当日の様子 ※写真はイメージです



　
東京国立博物館利用案内
開館時間：
9：30～ 17：00（入館は閉館の30分前まで）
● 金・土曜日は21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
● 9月20日（金）・21日（土）は22：00まで
● 11月3日（日・祝）・4日（月・休）は21：00まで
休館日：
月曜日（祝・休日に当たる場合は開館）、年末年始
（12月26日〈木〉～ 2020年1月1日〈水・祝〉）
● 8月13日（火）、10月15日（火）、2020年3月30日（月）
は開館

＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
● 敬老の日（9月16日〈月・祝〉）は、総合文化展のみ
観覧無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効
 年会費　8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物
館の特別展観覧券を6枚と、本誌の定期購読、ショッ
プ、レストラン割引等さまざまな特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚提供します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送
付いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申
込みで100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は9月10日（火）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申込みください（クレジッ
トカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4
館共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名
（ふりがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、
⑦年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガ
ジン希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記
口座までお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、
ウェブサイト、Facebook、Twitter、
Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト　
https://www.tnm.jp/

特別展「正倉院の世界」チケットプレゼント

御即位記念特別展「正倉院の世界－皇室がまもり伝
えた美－」（ 2019年10月14日〈月・祝〉～ 11月24日
〈日〉→2ページ）無料観覧券（ 10組20名様）をプレ
ゼントします。締切は10月10日（木）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記入の
うえ、下記までお送りください。発表は発送をもって代
えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース8-9月号」プレゼント係

①「ＭＯＡ美術館蔵「清水寺遊楽図屛風」に関する
一考察」

　舘野まりみ（早稲田大学大学院文学研究科博士後
期課程）

②「《研究ノート》兵庫・綱敷天満宮の伎楽面」
　岩田茂樹（奈良国立博物館上席研究員）
③「《調査報告》文化財の海上輸送中に生じる振動
レベルの評価」

　和田浩（東京国立博物館環境保存室長）
④「《作品紹介》蓋マカイ」
　三笠景子（東京国立博物館特別展室主任研究員）

お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは   
中央公論事業出版（TEL:03-5244-5723）

定価：1,543円（税込）

『MUSEUM』680号（2019年6月15日発行）の掲載論文

■ ＶＲ作品『VR刀剣』 
7月3日（水）～10月6日（日）
刀剣は長きにわたり大切に守られてきた文化財です。千
年に及ぶ歴史の中で形作られた刀剣の技と美しさは、現
在も伝承され続けています。本作品では、東京国立博物
館が所蔵するよりすぐりの名品の中から、際立った特徴を
持つ国宝「三日月宗近」「岡田切吉房」の二口を比較しな
がら解説します。少し専門的かもしれませんが、他では
得ることの出来ない、ミュージアムシアターだけのとってお
きの刀剣鑑賞をご堪能いただけます。
料金： 一般・大学生・高校生500 円、小学生・中学生300円、未就学児、 

障がい者とその介護者1名は無料（1作品／1回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000 円／大学生800 円
＊所要時間は約35 分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイト（http：//www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

TNM & TOPPANミュージアムシアター

表紙：舎利容器　6～7世紀　中国・伝スバシ　大谷探検隊将来品15

国際交流
5月下旬、中国・上海博物館にて
「十五世紀中間期景徳鎮磁器大
展」が開幕しました。この展覧会
は、中国国内外の 28機関から作
品を集めた大規模なもので、トーハクもこの展覧会に収蔵品を出品
しました。上海博物館とは、1993年に当館で「上海博物館展」を開
催して以来、さまざまな分野で交流を深めてきました。近年、世界に
おいて日本美術への関心が高まり、海外の博物館・美術館より展覧
会への協力要請も増えてきています。トーハクは、文化財を通じた国
際交流を推進するとともに、海外館との協力関係の構築や人的交流
を促すことにより、各国との相互理解の促進に努めています。
 （国際交流室長・楊鋭）

トーハクの

つ ぶ やき

上海博展開会式の様子
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1
木

11：00

2
金

夜間開館（ 21：00まで）  【よろい】「よろい着用体験」11：00～
16：30 本館特別4室＊1　 15：00

3
土

夜間開館（21：00まで）　【よろい】 「よろい着用体験」
11：00～16：30  本館特別4室＊1　 14：00

4
日

トーハクキッズデー＊2　【よろい】 「よろい着用体験（子ども［18歳未満］のみ）」
11：00～16：30  本館特別4室＊1　 11：00、14：00　 14：30

5
月

休館日

6
火

【よろい】 「日本のよろい！」14：00  本館特別2室

7
水

8
木

9
金

夜間開館（21：00まで）  「アイヌの暮らし」18：30  本館16室
【よろい】 「よろい着用体験」11：00～16：30  本館特別4室＊1

10
土

夜間開館（ 21：00まで）  【よろい】 「よろい着用体験」11：00～
16：30  本館特別4室＊1　 14：30

11
日

13：00　 14：00　 15：00

12
月・祝

13
火

14
水

 

15
木

16
金

夜間開館（21：00まで）　【よろい】 「よろい着用体験」11：00～
16：30  本館特別4室＊1

17
土

夜間開館（21：00まで）　【よろい】 「よろい着用体験」
11：00～16：30  本館特別4室＊1　 14：00　 15：00

18
日

11：00　 14：00　 14：30

19
月

休館日

20
火

「縄文土器の大きさ」14：00  平成館考古展示室
【よろい】 「おどし体験！」10：00～12：30＊3

21
水

22
木

23
金

夜間開館（ 21：00まで）　【よろい】 「よろい着用体験」11：00～
16：30  本館特別4室＊1

24
土

夜間開館（21：00まで） 「文殊菩薩と春日若宮の美術」13：30  平成館大講堂
【よろい】 「よろい着用体験」11：00～16：30  本館特別4室＊1　 13：30

25
日

15：00

26
月

休館日

27
火

28
水

 

29
木

30
金

夜間開館（21：00まで）　【よろい】 「よろい着用体験」11：00～
16：30　本館特別4室＊1

31
土

夜間開館（21：00まで）  【よろい】 「よろい着用体験」11：00～16：30 本館
特別4室＊1　東京国立博物館クラリネットコンサート 16：00、 18：00＊2

1
日

13：30　 14：30

2
月

休館日

3
火

「信玄の弟・武田逍遥軒とその作品」14：00　
本館地下みどりのライオン（教育普及スペース）　 11：00

4
水

5
木

11：00

6
金

夜間開館（21：00まで）　 15：00　

7
土

夜間開館（21：00まで）　【よろい】 「おどし体験！」
10：00～12：30、14：30～17：00＊3　 11：00　 14：00

8
日

13：00　 14：00　 15：00　　

9
月

休館日

10
火

スペシャルツアー「工芸に表現された愛」
14：00  東洋館1階エントランス

11
水

 

12
木

11：00

13
金

夜間開館（21：00まで）

14
土

夜間開館（21：00まで）　 14：30

15
日

11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30

16
月・祝

総合文化展観覧無料

17
火

休館日

18
水

19
木

20
金

特別夜間開館（22：00まで）　 「ジャワの影絵芝居ワヤン・クリ」13：00、
16：00  表慶館＊4　 11：00  博物館で野外シネマ  19：00  本館前＊2

21
土

特別夜間開館（22：00まで）　 「ジャワの影絵芝居ワヤン・クリ」13：00、16：00  
表慶館＊4　 14：00　 15：00　博物館で野外シネマ  19：00  本館前＊2

22
日

15：00

23
月・祝

24
火

休館日

25
水

26
木

11：00

27
金

夜間開館（ 21：00まで）　 「マットでリラックスヨガ in表慶
館」11：00、13：30、15：00  表慶館＊4

28
土

夜間開館（ 21：00まで）　 「アジア美術に見える愛の表
現」13：30  平成館大講堂　 13：30

29
日

14：30　　

30
月

休館日

【よろい】＝親と子のギャラリー「日本のよろい！」関連事業。詳細は前号5ページ　

＝「博物館でアジアの旅」関連事業、詳細は本誌4・5ページ
＊1＝有料イベント。詳細は本誌12ページ　＊2＝詳細は14ページ　＊3＝申込みは締め切りまし
た　＊4＝事前申込制。詳細は本誌5ページ

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ（特別展関連事業→2ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝ワークショップ、詳細は本誌12ページ
 ＝ 託児サービス実施日（12:30～15:30）　事前予約制　有料（8/4は10：00～13：00、 

14：00～17：00）
 ＝ ボランティアによるアートスタジオ　事前申込制（※8/4は当日受付）  
詳細は前号13ページ

 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー（8月は休止します）、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :平成館考古展示室入口、9/29は東洋
館1階エントランス

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所 :法隆寺宝物館１階エントランス
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会（8月は休止します）、集合場所 :本館1階エントランス
（9:30から集合場所で整理券配布、参加費500円、各回先着15名）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー（8月は休止します）、集合場所 :本館1階エントランス
（9:30から集合場所で整理券配布、先着18名）

 ＝ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー（8月は休止します）、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館1階エントランス（8月は「仏像の旅」、

9月は9/5は「東洋館ハイライトツアー」9/15・9/26は「東洋館ハイライト アジアの旅特
別バージョン」をご案内します）

 ＝藝大大学院インターンによるギャラリートーク（※8・9月は休止します）
※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。

東京国立博物館8月-9月の展示･催し物 2019・92019・8
特別企画「奈良大和四寺のみほとけ」

博物館でアジアの旅

親と子のギャラリー「日本のよろい！」
特別展「三国志」

（10/14まで）


